
























Changes in the University of Tsukuba Japanese Language 
Placement Test:
Developing and Applying the Test to Measure Japanese Language 
Proﬁciency
 
             SAKAI Takako
【Abstract】At the University of Tsukuba, a variety of Japanese language courses 
cater to the needs of the international students. To provide effective language 
learning, a highly reliable and efficient placement test is required to accurately 
measure the learners’ Japanese ability. The author and co-researchers have been 
developing such a test. The form and content of the test have changed drastically over 
the past 30 years, with the increase in student numbers, and technical innovations 
such as computers and the Internet. In this paper, changes in the placement test over 
time are outlined, followed by a description of contents and application of the current 
online TTBJ placement test. 
































筑波大学が初めて留学生 12 人を受け入れたのは 1974 年であり、その後 1984 年には、











































































































































































メントテストが年に 2 回ないし 3 回実施されてきている。ここでは詳細に記録が残って
いる 1985 年から 2018 年までを 3 期に分けて簡単に振り返りたい。
３．１　第 1 期：プレースメントテストの導入期
1985 年 10 月に、受講希望者全員を対象としたプレースメントテストが施行された。
この時の大学全体の留学生数は約 400 名であった。テストは半期ごとに行われ、1985
年 10 月から 1987 年４月まで 3 回用いられたものを第一版、1987 年 10 月から 1989
年４月まで用いられたものを第二版としてテスト結果の分析まで行っている。（三枝
1987、1989、Saegusa 1987、酒井 1987、1989）。ここでは、三枝（1989）を参考に







計 150 問、配点は各 1 点、全体で 150 点満点
各テストの制限時間を合計すると 130 分であるが、説明の時間や問題の配布、回収を
入れると全体で 2 時間半から 3 時間かかっていた。大教室で一斉にテストを行った。受























 A-1 SPOT　   60問 10分
 A-2 作文　　　　    15分
 A-3 文法（活用）   40問 10分
選択式（マークシートを利用）
 B　 漢字語彙　漢字の読み方　 30問 30分
  漢字表記選択　   20問 20分
  語彙　　　　　   20問 20分
 C 音声文法　   20問 10分
  音声語彙　   30問 10分
 D　 文法(※)　　　   90問 30分
   　※30問×7の中から30問×3を選択解答




日本語のレベルは 9 段階に分け、1 ～ 6 を初級、7 ～ 9 を中級から上級とした。1 ～ 6
は、「Situational Functional Japanese」（凡人社）の 1 巻から 3 巻をそれぞれ前半、後半、
計 6 段階に分けて使用するため、文法項目の既習項目について精度を上げて情報を得る
ことが必要になった。そこで文法問題を 210 問（30 問× 7 レベル）に増やし、その中か
ら 90 問（30 問× 3 レベル）を選んで解答させた。どの問題を選択するかを決める判断
材料としては、テスト申し込み時に「プレースメントテスト・スタートレベル判断問題
（Pre-placement Test）」を行い自己採点してレベルを確認させる方法をとった。







た。すなわち、SPOT （Simple Performance-Oriented Test）（表 3　A-1）、音声による
文法問題（表 3　C）、音声による語彙問題（表 3　C）である。
SPOT は、文を聞いて空欄にひらがな一文字を入れるテストで、日本語運用力を推
定できると考えられる（フォード他 1995、Ford-Niwa and Kobayashi 1999、小林他







 音声　Ｂ：いいえ、まだ a 読んでいません
     b 読みませんでした
     c 読みました
音声による語彙問題は、説明を聞いてそれが表している言葉を選ぶ問題、3 つの語彙
を聞いて共通に含まれている漢字を選ぶ問題である ( 酒井 2005）。
問題例 2：音声提示による語彙問題の例













表 4　2011 年　TTBJ プレースメントテスト（団体受験）の内容
A　初級・中上級判定問題
 CBT 文法 10問 
B　初級用問題
 CBT SPOT 120問 初級・中上級共通
  文法 90問 ※初級問題
  音声文法 15問 初級・中上級共通
  漢字読み 30問 ※初級問題
  漢字書き 30問 ※初級問題
  音声語彙 30問 初級・中上級共通
  漢字SPOT 50問 初級・中上級共通
 記述式後続文完成問題 10問 初級・中上級共通
C　中上級用問題
 CBT SPOT 120問 初級・中上級共通
  文法 90問 ※中上級問題
  音声文法 15問 初級・中上級共通
  漢字読み 50問 ※中上級問題
  漢字書き 50問 ※中上級問題
  音声語彙 30問 初級・中上級共通
  漢字SPOT 50問 初級・中上級共通




受験にかかる時間は個々の受験者によって異なるが、おおよそ 1 時間から 1 時間半程
度である。大学の学術情報メディアセンターのコンピュータ室を利用して実施した。各


























































更を行うという流れをとることとした。例えば聴解グループでは 5 レベルから 8 レベル
まで共通の聴解レベルチェックテストを作成し、クラス判定に利用した（酒井他 2011）。
表 5　2018 年　TTBJ プレースメントテスト（個人受験）の内容
  SPOT90  90問　15分程度
  Grammar90  90問　30分（最長）
























・インターネット接続のスピード ( 高速回線 ) があること
・OS：Windows 7、 8、 10、Mac OS X
・インターネットブラウザ : FireFox、 GoogleChrome 等


























る。30 問を 1 セットとする 3 セットから構
成されていて、易しいほうから、SPOT90-
1、SPOT90-2、SPOT90-3の合計90問である。





を 1 セットとする 3 セットから構成されていて、全部で 90 問である。テストの制限時










字語彙の運用力を推定する目的で作られている。1 セット 50 問で 15 分である。
表 6 に得点の解釈の目安を示す。日本語能力試験との対応はテストの作成方針も異な






























































1. 渡日前に、事務の方から各種書類と一緒に郵便で TTBJ プレースメントテスト受験
の指示を送る
2. 各国の端末で受験する
3. 結果の PDF をダウンロードするか印刷する
4.WEB 上で、自分のテスト結果をレベル判定表と照らし合わせる



























































































（5）TTBJ の受験者数の団体受験としての受験期間および受験者数は 2016 年 3 月～
2017 年 3 月 25 日の期間に 2297 名、2017 年 4 月～ 2018 年 3 月 29 日の期間に
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